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心
の
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
を
開
催

目
指
せ
鉄
人
！

や
ま
と
ジ
ュ
ニ
ア
Ｔト

ラ

イ

Ｒ
Ｙ
ア
ス
ロ
ン
を
開
催

戸
籍
に
記
載
予
定
の
振
り
仮
名
の
確
認
を

本
籍
地
の
市
区
町
村
か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
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１
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夏
休
み
明
け
の
９
月
は
、
子
ど
も
の
自
殺

が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
精
神
疾
患

の
知
識
を
学
び
、
地
域
や
職
場
な
ど
で
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を
抱
え
る
人
や
家
族

に
、
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を
す
る「
心
の

サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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༰
▼
①
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
、

②
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
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月
22
日（
金
）①
午
後
２
時
～
４

時
・
②
４
時
10
分
～
�0
分
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タ
ー
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ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
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石
井

未
奈
子
氏

ਃ
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Έ
▼
８
月
15
日（
金
）ま
で
に
左
の

コ
ー
ド
か
ら
電
子
申
請
で
。
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小
学
３
～
６
年
生
を
対
象
と
し
た
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
。
ス
イ
ム（
水
泳
）１
２
０
メートル
、
バ

イ
ク（
自
転
車
）６
５
０
メートル
、
ラ
ン（
走
り
）１

㌖
で
実
施
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
て
ま

す
。

ͱ

͖
▼
９
月
2�
日（
土
）午
前
９
時
～
正
午

（
小
雨
決
行
、
悪
天
候
中
止
）

ͱ
͜
Ζ
▼
引
地
台
温
水
プ
ー
ル
、
引
地
台
公

園（
集
合
は
平
成
広
場
）

ର

৅
▼
小
学
３
～
６
年
生（
保
護
者
同
伴
）

ఆ

һ
▼
各
学
年
�0
人（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

５
月
2�
日
の
改
正
戸
籍
法
の
施
行
に
よ

り
、
戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本
籍
地
の
市
区
町
村

か
ら
、
戸
籍
に
記
載
す
る
予
定
の
振
り
仮
名

の
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大
和
市
に
本
籍
地
が
あ
る
か
た
に
は
、
８

月
中
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
通
知
さ
れ
た

振
り
仮
名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
は
必
ず
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
な
ど
で
、
正
し
い
振
り
仮

࣋
ͪ
෺
▼
水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル（
２
枚
）、

動
き
や
す
い
服
装
、
自
転
車
、
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト

ਃ
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ࠐ
Έ
▼
８
月
10
日（
日
）午
前
10
時
～
20

日（
水
）午
後
５
時
に
左
の
コ
ー
ド
か
ら
。

詳
し
く
は
大
和
市
ス
ポ
ー
ツ
・
よ
か
・
み

ど
り
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。

※
市
の
所
管
は
ス
ポ
ー
ツ
×
ラ

イ
フ
課
。

名
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は

通
知
書
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
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（
例
）「
京
子
」の
振
り
仮
名
が
、

「
き
ょ
う
こ
」と
な
る
べ
き
な
の
に

「
き
よ
う
こ
」と
な
っ
て
い
た
ら
、

名
の
振
り
仮
名
の
届
け
出
が
必
要
。
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振
り
仮
名
の
届
け
出
に
手
数
料
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
振
り
仮
名
の
届

け
出
を
し
な
く
て
も
罰
則
は
あ
り
ま
せ

ん
。
手
数
料
や
罰
則
な
ど
を
か
た
る
詐

欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
通
知
さ
れ
た
振
り
仮
名
に
誤
り
が
な
い
場

合
は
、
届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
届
け
出
は
窓
口
で
も
可
能
で
す
が
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
推
奨
し
ま
す（
郵
送
も
可
）。

※
戸
籍
に
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
た
後
、
住

民
票
に
も
同
じ
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
る

予
定
で
す
。

※
戸
籍
の
振
り
仮
名
と
他
の
行
政
手
続
き

（
年
金
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
金
融
口
座
の
名

義
な
ど
）で
使
用
し
て
い
る
振
り
仮
名
と

の
違
い
が
生
じ
る
と
、
他
で
使
用
し
て
い

る
振
り
仮
名
の
変
更
手
続
き
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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市
が
貸
し
出
す
歩
数
計
や
ア
プ
リ
を
使

い
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
チ
ー
ム
で

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組
む
や
ま
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
ピ
ッ
ク
。

各
部
門
で
、
順
位
の
下
１
桁
が
０
と
５
の

チ
ー
ム
の
う
ち
、
目
標
歩
数
を
達
成
し
た

チ
ー
ム
に
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

ͱ

͖
▼
10
月
の
１
か
月
間（
歩
数
計
を
使
用

し
た
参
加
者
は
歩
数
計
交
付
日
の
翌
日
か

ら
�1
日
間
）

ࢀ
Ճ
۠
෼
▼
①
一
般
の
部
、
②
�0
歳
以
上
の

部
、
③
職
場
の
部

ର

৅
▼
い
ず
れ
も
４
～
７
人
の
グ
ル
ー
プ

で
全
員
が
①
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
、

②
�0
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
、
③
同
じ
職

場
に
勤
め
る
市
内
在
勤
者

ఆ

һ
▼
計
２
，
０
０
０
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
し
、結
果
は
代
表
者
へ
通
知
）

ਃ
͠
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Έ
▼
８
月
４
日（
月
）～
９
月
４
日

（
木
）に
申
込
書
を
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
健
康
づ
く
り

推
進
課
へ
。
下
の
コ
ー
ド
か
ら
部
門
別
に

電
子
申
請
も
可
。
申
込
書
は
同
課
で
配
布

す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

第
17
回
や
ま
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
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　中央林間地域の魅力や
にぎわいの創出を目的と
して始まった「中央林間手
づくりマルシェ」。ハンド
メイド・クラフト作品の
展示・販売のほか、キー
ホルダーやアート作品作りを体験できるワークショップな
ど、さまざまな店舗が並びました。
　また、ステージでは、プロの演奏によるチャリティーコン
サートのほか、地元の中学校、高校の吹奏楽部も出演し、全
体としても大きな盛り上がりを見せており、大変うれしく思
いました。このマルシェが末永く、地域の皆様に愛され、発
展することを願っております。

　本大会は、消防団の
消火技術を競う一大行
事。各消防団員の皆さ
んが、日頃、訓練で培った成果を十二分に発揮し、見事な技
術を披露していました。日夜、地域住民の安心・安全を守る
活動をしている各分団が、結束力や団結力を結集し競い合う
姿を目の当たりにし、深く感動しました。
　「急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし」今年度の全国統一防
火標語を胸に刻み、市全体で防火意識の向上に努めてまいり
ます。

　第48回を迎える市民まつ
りが、今年も引地台公園な
どで開催され、2日間で11万
5,000人が来場しました。
　昨年から復活したパレードのほか、会場内では多くのイベ
ントや出店ブースでにぎわいを見せました。また、ステージ
では市民団体による演奏やパフォーマンス、子どもたちによ
るダンスなどが華やかに披露され、大変な盛り上がりでした。
　市内外のかたがたが集い、楽しむことが、市のにぎわいや
活気を創出し、市民の皆様の幸せにつながります。これから
も、活力あふれる大和市を目指してまいります。

　市民の皆さん、こんにちは。私が最近、現地・現場で
体験したことについてお話しいたします。

5月10日・11日
第48回大和市民まつり

6月8日
大和市消防操法大会

5月25日
中央林間手づくりマルシェ春夏コレクション2025

“現地現場”へ
～いいね   大和市を目指して～

古谷田力市長の




